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1 趣 旨

地域経済をはじめ 学 術 文 化等の各領域で活躍する優秀な人材 (留学生 研 究者等)を 海
外から積極的に招致し 地 域発展の原動力とするため 地 域としての受入環境の整備や人材活
用を円滑に進めるシステムについて検討を行い 「世界に開かれた京都府Jの実現を目指します

京都の人的資源と

京都府の国際化戦略 :

して海外人材を活かしていく

「友好親善J→ 「内なる国際化J
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文化 芸 術 学 術の集積地
歴史的建造物 文 化財や先端技術

豊富な観光資源

海タト人材を地域官1造の原動方
として)=用

京都の世界への発信

E  現 状 と課題

0京 都は伝税 文 化 大 学 完 端産業の集積地でありながら そ の実力 潜 在力を十分活
かしていない
0留 学生や外国人教員の受入が十分進んでおらす 大 学の国際競争力が低下している。
O定 住を指向する海外人材と企業等とのミスマッチ (不適合)が 生じている
0住 居 日 本語学習 医 抹 子 どもの教育等の問題が海外人材の受入を制約する要因とな
つている。

◆「世需の中の京都Jじしての役割
京都が国際的な知的交流 経 済交流の拠点となり 「世界の中の京都」であり続けるため
に 経 済や文化活動を中心とした京都情報の一元的な海外発信や世界的に署名な研究者
学者 芸 術家等の招致が必要

◆末挙の国際競争力の充実
留学生の 「質Jと 「量Jの 向上に向けて 各 種の教育研究プログラムの推進や外国人教員
の受入を進め 国 障競争力を高めるとともに 地 域に開かれた大学としての取組が重要

◆毎,卜A材 の定書を促遼する社会の形成

海外人材が 地 域に定着してもらえるよう き め細かな生活滞在環境の改善やホスピタ
リティー (温かい受入)の 向上 文 化的多様性に配慮した多文化共生の交流型社会の形
成が重要

◆企業等こ海外A材 を橋通しするシステムの薩主
京都で活動する多くの海外人材の情報を一元化し 企 業等と効率的 効 果的に橋渡しする
システムの確立が重要

◆海タト人材に対する正し'1記識こ理解の促進
海外人材の受入に伴う社会への影響や受入の効果について 人 権尊重に基づいた正しい
秘鱗と十分な府民理解が必要。



Ⅱ 施 策の基本方向と重点事業

0世 界から海々な字若 文 化人 芸 術家が集う京都
海外の機関 外国公療 外資等の京都議数を推進
日本研究 京都研究の拠点―京都の海外における情報発信拠点の整備を棲肘
アジアからの修学 研修旅行の誘致や国際ボランティア活動の受人を推進

0京 都情報の海外への効果的な発信
外国人の視点に立つた ホ ームページの多言語化と内容の充実
日本国内の海外マスコミや国際学会 海 外機関等に京都情報を積極的に発信
京都府名古友好大使等掃日留学生を活用した京都情報の発信

0円 おな海外人材の招致に向けた 「海外大材特区Jの 信‖設
「京都海外人材特区Jの 創設を推進し 高 度な海外人材の受入を促進
短期に京都を訪問する海外人材の講演活動等を可能とする要件緩和を雲騎

0海 外人材が 「暮らしやすい 学 びやすい 働 きやすい」環境整備
多民族 多 文化に配慮した社会制度の改普を推進
府営住宅等公的施設など 海 外人材や短期滞在者向けの宿舎確保を推進
子どもの日本語学習支援や母語 母 国文化教育の充実など教育システムを整備
(教員免肝を有する海外人材や英語指導助手の活動範囲の拡大を検討)

0国 際競争力を持つた毬力ある教育プログラムやまちづくりの推進
英語による学生 単 位取得や 「京都字 日 本学J講 座の開設を推進
学習指導員 生 活支援員制度 学 術カウンセリング制度等の確立を支援

◎留学生に対する機待制度の推進
経済界等民間の協力による地域が支える京都独自の奨学金制度を検討
伝統文化や産業体験などの 「京都体感プログラムJや 「留学生′ミスポー トJを 創設

0海 タト人材の札業 活 用に饗がるインターンシツブ等の導入
優秀な海外人材確保に係る企業努力を支援
即戦力型のインターシラッブ制度を関係機関の連機により創設
(有償によるインターンラップや大学卒業後の就職活動期間延長を検討)

0海 タト人材と京都企業等を繋ぐマツチングラステムの構築
民間の手法を活用した 「海外人材六ンクJや f海外人材ジヨブカフェJの 設置を推進
海外人材活用による企業のグローAル 化 活 性化の成功例の紹介
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0海 外人材を通した多文化英生の形成
海外人材に対する正しい理解と多文化共生社会への府民合意づくりを推進
文化の多様性に配慮した交流型社会の形成を推進

0府 民多画の施策評価システムによる府民高足度の向上
府民満足度を常に言鵬し 漂 題や問題点の共有により新たな対策検肘 (PDeAサイクル)

0海 外人材活序に係る円滑な推進体制の整備
行政 企 業 大 学 経 済団体等の緊密な連携のもとで取相を推進
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